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＜報 告＞  

問題データベースの構築・運用  

浅野哲夫（大学院教育イニシアティブセンター長）  

 

Construction and Management of Problem Database 
 

Tetsuo ASANO 

(Director, Center for Graduate Education Initiative) 

 

Abstract：Students are evaluated mostly by examination even in graduate courses, and 

thus good examinations are requested for quality assurance of the courses.  However, 

it is not widely known what a good examination is or how to create fair and good 

problems.  A bigger problem is that university professors have never been trained to 

prepare good examinations. This is a motivation for our database named Problem 

Database.  The database is a collection of all kinds of problems related to one field, in 

our case, algorithms in computer science.  The database encourages professors in the 

world to share problems for better examinations.  The database was started last year 

and has been maintained in the past year.  This reports surveys activities on the 

database in our center. 
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1 はじめに  

 大学院教育イニシアティブセンターに課せられた課題の一つである「大学院教育におけ

る質保証の枠組みに関する提言」にとって，各講義の最後に実施される試験問題は非常に

重要である。講義の進め方についてはファカルティー・ディベロップメント活動の一環と

して取り上げられることは多かったが，優れた試験問題についての議論は十分とは言えな

いのが現状である。教育学の分野では優れた試験問題の作成についての研究も行われてい

るが，理系の大学院における講義科目の試験ということになると科学的な方法論は確立さ

れていないと言って過言でない。このような現状に鑑みて，本センターでは質保証を支え

る試験問題の評価・改善に向けて，優れた試験問題作成に向けた全世界的な取り組みとし

て問題データベースを構築することとした。大学院教育の一環であることを意識して，網

羅型のデータベースではなく，一つの学問分野に限定した上で方法論を確立し，その経験

を活かして将来的には別の分野にも拡張していくという計画である。昨年度，問題データ

ベースの初期システムがようやく構築され，運用も開始された。本報告では問題データベー

スの運用の現状と課題について報告する。  

 

2. 大学院における筆記試験の重要性  

 本学では 1990 年の建学以来，演習やゼミなどの一部科目を除く殆どすべての講義科目に

おいて筆記試験を課してきた。学部からの進学を前提としていた従来型の大学院教育では，
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大多数の大学院生が同じ大学の出身者であるために基礎的な知識が共通しているため，厳

格な成績管理がなじまないという側面があったことは否めない。しかし，現代のグローバ

リゼーションの流れの中で海外からの留学生も含め，学生の流動性が高まると，厳格な成

績管理が教育の質保証の面から重要になることは必然である。本学はその点を見通した上

でいち早く筆記試験による成績評価の制度を維持してきた。しかし，単に筆記試験制度を

維持するだけでは実際には不十分であり，筆記試験の妥当性・公平性・国際的通用性につ

いての検証を怠ってきたことは素直に反省すべき点であろう。教育先進国である英国にお

いては，各コースの開始時に担当教員は期末試験問題を解答と部分点基準も含めた形で試

験問題評価委員会に提出し，委員会からのコメントによる試験問題の修正手続きを経て，

ようやく試験を行うことができることになっている。試験で学生の評価が決まることを考

えると，試験問題が担当教員の個人的な考え方・見方だけで作成されるのは学生の観点か

らすると公平性の面で問題があり，その意味で英国における制度は教育の質保証という観

点からも先進的であると言える。教員の負担を考慮すると，現在の英国の制度をそのまま

の形で導入することは難しいであろうが，その精神は吸収しておく必要があろう。本セン

ターで目指している問題データベースは，世界中から良い問題を一か所に集め，それらを

共有することにより，世界的な規模での質保証を図りながら，個々の担当教員の問題作成

に対する労力を軽減するとともに，さらに良い問題の作成に向けて組織的な取り組みを促

進することを目的としている。  

 

3. 問題データベースの全体像  

今回開発した問題データベースシステムは３つの部分から構成されている。テキスト問

題検索部では，アルゴリズム関係のテキストから抽出した膨大な問題の中から興味のある

問題をキーワードにより検索して閲覧することを可能にしている。これまでに全世界で使

われているアルゴリズム関係の英語の図書を約 60 冊購入し，すべてスキャナで取り込み，，

それぞれのテキストごとに文字認識の処理を施して問題文をテキストとして抽出し，デー

タベースに登録していく。現在の所は最初の１冊についての処理が終わった段階で，残り

のテキストについては作業の途中段階にあるが，今年度中に 10 冊以上のテキストの処理を

行って問題データベースに登録する予定である。  

 試験問題検索部では，アルゴリズム関係の試験問題の中から指定したキーワードに合致

する問題を閲覧することができる。全世界の様々な大学にいる本センターのサポートボー

ドメンバーを通じて試験問題の収集を行うためにメールでの依頼を行った。以下の表は問

題をデータベースに寄稿してくれた研究者の所属機関である（個人名は伏せることとした）。 

 

1. Lund University, Sweden 

2. Indian Statistical Institute, India 

3. Max Planck Institute for Information, Germany 

4. University of Texas at San Antonio, USA 

5. Notre Dame University, USA 

6. Charles University, Czech 

7. Smith College, USA 
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8. KAIST (Korean Advanced Institute of Science and Technology), Korea 

9. Carleton University, Canada 

10. City College of New York, USA 

11. Karlsruhe Institute of technology, Germany 

12. Dartmouth University, USA 

13. University of California at San Diego, USA 

14. University of Calgary, Canada 

 

試験問題という性格上，学生を含め，世間一般に公開する性格のものではないので，試

験問題の提供という形で貢献してくれたメンバーに対してのみユーザとしての資格を与え

ている。そのために専用のサーバをセンターに用意し， ICT ユニットのサポートを得なが

ら，ユーザの管理も専門の職員を置いて管理している。  

 

3. 問題データベースのシステム概要  

テキスト問題に関しては著作権の問題があり，試験問題については学生への漏洩を心配

する教員も多いことから，データベースへのアクセスを登録者だけに限定することが重要

であった。そのために，今回開発した問題データベースシステムでは２段階の認証により

アクセスを可能としている。  

利用可能なユーザは，試験問題データベースへの試験問題の提供に貢献してくれた本セ

ンターのサポートボードメンバーに限定している。登録メンバーだけがユーザ名とパス

ワードを保持しており，それによってデータベースにアクセスできる仕組みにしている。

セキュリティーのために，問題の登録はシステム管理者のみに許可し，一般のユーザには

一切の書き込み処理を許可していない。  

 図１に問題データベースシステムのログイン画面と検索画面を示す。ログインでは２段

階のログイン操作で安全性を担保している。検索においては，テキスト問題と試験問題の

どちらを検索対象とするかを選択した後，キーワードあるいは細目表による問題の検索を

可能にしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１．問題データベース。左はログイン画面。右は検索画面 
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4．問題データベースに収録予定のテキストと必要な作業  

下のリストは問題データベースに収録予定のテキストのタイトルと著者名を示したもの

である。現在までにすべてのテキストのスキャン作業を終了している。今後，予定される

作業は次の通りである。  

１． スキャンによって得られた画像データ（pdf ファイル）に画像エンハンスメント処

理を施す。  

２． 文字認識プログラム (OCR)を適用して，画像データを文字データに変換する。  

３． 目次の部分と巻末の索引の部分だけを取り出し，それぞれのマッチングを自動的に

とるプログラムを開発し，それによってキーワードを節ごとに追加できるようにす

る。  

４． 問題文の部分だけをページ数の情報とともに切り出す。  

５． それぞれの問題文に自動的に通し番号をつける。  

６． 各問題文の数式の部分を LaTeX の形式で表現する。  

７． 問題ごとに取り出して，ディレクトリを作成し，問題文のテキストとキーワード他

を蓄えたファイルを自動的に作成する。  

８． 問題データベースに登録するための csv ファイルを作成する。  

９． Csv ファイルにより，一括で問題を問題データベースに登録する。  

 

(1)  Algorithms ( Sanjoy Dasgupta ,Christos Papadimitriou, and Umesh Vazirani) 

(2) Algorithm Design ( Jon Kleinberg and Eva Tardos) 

(3) ALGORITHM DESIGN Foundations,Analysis,and Internet Example (Michael T. Goodrich and Roberto 

Tamassia) 

(4) Algorithms + Data Structures = Programs (Niklaus Wirth) 

(5) Algorithms and Data Structures The Basic Toolbox (Kurt Mehlhorn and Perter Sanders) 

(6) Algorithms and Programming Problems and Solutions Second Edition ( Alexander Shen) 

(7) Algorithms and Theory of Computation Handbook Second Edition Special Topics and Techniques (Mikhail  J.  

Atallah and Marina Blanton) 

(8) Algorithms and Theory of Computation Handbook Second Edition General Concepts and Techniques 

( Mikhail J.  Atallah and Marina Blanton) 

(9) Algorithms Design Techniques and Analysis (M. H. Alsuwaiyel) 

(10) Algorithms IN C++ Part1-4 3rdEdition (Robert Sedgewick) 

(11) Algorithms IN C Part5 3rdEdition (Robert Sedgewick) 

(12) Algorithms IN C++ Part1-4 3rdEdition (Robert Sedgewick) 

(13) Algorithms IN C++ Part5 3rdEdition (Robert Sedgewick) 

(14) Algorithms of the Intelligent Web (Haralambos Marmanis and Dmitry Babenko) 

(15) ALGORITHMS ON STRINGS TREE, AND SEQUENCES (Dan Gusfield) 

(16) An Introduction to DATA STRUCTURES AND ALGORITHMS (J. A. Storer) 

(17) Analysis of Algorithms (Jeffrey J.  McConnell) 

(18) Approximation Algorithms (Vijay V. Vazirani) 

(19) COMBINATORIAL ALGORITHMS: ENLARGED SECOND EDITION-optimized (T. C. Hu and M. T.  
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Shing) 

(20) COMBINATORIAL OPTIMIZATION Algorithms and Complexity (Christos H. Papadimitriou and Kenneth 

Steiglitz) 

(21) COMBINATORIAL OPTIMIZATION Theory and Algorithms (Bernhard Korte and Jens Vygen) 

(22) COMPUTABILITY AND UNSOLVABILITY (Martin Davis)  

(23) Computational Geometry Algorithms and Applications 3rdEdition (Mark de Berg, Otfried Cheong, Marc 

van Kreveld,  and Mark Overmars) 

(24) COMPUTER ALGORITHMS C++ 2ndEdition (Ellis Horowitz and Sartaj Sahni) 

(25) COMPUTER ALGORITHMS Introduction to Design & Analysis Third Edition (Sara Baase and Allen van 

Gelder) 

(26) CONCENTRATION OF MEASURE FOR THE ANALYSIS OF RANDOMIZED ALGORITHMS (Devdatt P.  

Dubhashi and Alessandro Panconesi) 

(27) CONCRETE MATHMATICS A FOUNDATION FOR COMPUTER SCIENCE 2ndEdition (Ronald L. 

Graham, Donald E. Knuth,  and Oren Patashnik) 

(28) Data Structures and Algorithms in JAVA (Michael T. Goodrich and Roberto Tamassia) 

(29) DATA STRUCTURES & ALGORITHMS IN JAVA (Robert Lafore) 

(30) Data Structures & Algorithms in Java 2ndEdition (Robert Lafore) 

(31) Data Structures and Algorithm Analysis in C++ 3rdEdition (Mark Allen Weiss) 

(32) Data Structures and Algorithm Analysis SECOND EDITION (Mark Allen Weiss) 

(33) DATA STRUCTURES AND ALGORITHMS (Alfred V. Aho, John E. Hopcroft,  and Jeffrey D. Ullman) 

(34) DATA STRUCTURES AND ALGORITHMS IN C++ Third Edition (Adam Drozdek) 

(35) Data Structures and Algorithms in Java (Adam Drozdek) 

(36) Data Structures and Algorithms Using C# (Michael McMillan) 

(37) FOUNDATIONS OF ALGORITHMS 4thEdition (Richard Neapolitan and Kumarss Naimipour) 

(38) How to Think about Algorithms (Jeff Edmonds) 

(39) INTRODUCTION TO ALGORITHMS A Creative Approach (Udi Manber) 

(40) INTRODUCTION TO ALGORITHMS SECOND EDITION (Thomas H. Cormen, Charles E. Leiserson,  

Ronald L. Rivest,  and Clifford Stein) 

(41) INTRODUCTION TO ALGORITHMS THIRD EDITION (Thomas H. Cormen, Charles E. Leiserson,  

Ronald L. Rivest,  and Clifford Stein) 

(42) INTRODUCTION TO COMPUTING AND ALGORITHMS (Russell  L.  Shackerlford) 

(43) Introduction to The Design and Analysis of Algorithms 2ndEdition (Anany Levitin) 

(44) Mastering Algorithms With C (Kyle Loudon) 

(45) Mathematics for the Analysis of Algorithms 3rdEdition (Daniel H. Greene and Donald E. Knuth) 

(46) Data Structures (Perter Brass)  

(47) PLANNING ALGORITHMS (Steven M. LaValle) 

(48) PRACTICAL ALGORITHMS FOR PROGRAMMERS (Andrew Binstock and John Rex) 

(49) Problem Solving with Algorithms and Data Structures using Python (Bradley N. Miller and David L.  

Ranum) 

(50) Programmer to Programmer Beginning Algorithms (Simon Harris and James Ross) 
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(51) Programming Challenges (Steven S. Skiena and Miguel A. Revilla) 

(52) Programming Pearls 2ndEdition (Jon Bentley) 

(53) Randomized Algorithm (Rajeev Motwani and Prabhakar Raghavan) 

(54) SAMS Teach Yourself Data Structures and Algorithms in 24 Hours (Robert Lafore) 

(55) Selected Papers on Design of Algorithms (Donald E. Knuth) 

(56) THE Algorithm Design MANUAL 2ndEdition (Steven S. Skiena) 

(57) The Art of Computer Programming VOLUME 1 Fundamental Algorithms Third Edition (Donald E. Knuth) 

(58) The Design and Analysis of Computer Algorithms (Alfred V. Aho, John E. Hopcroft ,  and Jeffrey D. 

Ullman) 

 

５．まとめ  

 昨年度に英国エディンバラ大学を訪問する機会を得た。試験問題に関して英国は世界で

最も進んだ国だということを痛感させられた。英国においては，各講義が始まってすぐに

講師は最終試験を試験問題審査委員会に送付してコメントをもらうことになっている。問

題が難しすぎないか，講義内容を正確に反映しているかなど，様々な観点から評価を受け

ることになっている。何度か試験問題を改訂して最終的な問題作成に至る。日本では試験

問題は教授の私的なものと考える傾向もあるが，試験問題に重大な責任があることを考え

ると，試験問題の内容まで含めて講義評価を行うことが考えられる。しかし，教授個人だ

けで優れた試験問題を毎年作り続けることは難しいので，ここで開発した世界規模の問題

データベースが役に立つ日が必ず来るものと思われる。  

 




